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｢楽しい研究生活でした｣
私が霊長研に赴任したのは1970年でした

が､1964･5年頃から霊長研設立のための概算要求

作成の下働きをしたり､準備委員会の苔記として

陥伸したり等の関わりを持ってから､霊長研とは

足かけ34･5年のつき合し､でした｡

京都での12年間におよぷ大学院と助手生活

のあと犬山で､それまでとは違った分野の違った

経歴を持った新しい同僚たちと､時には衝突もし

迷惑もかけましたが､いろんな分野の人たちと共

同研究ができ､あのまま京都にいたと仮定したと

きに考えられるよりも有益な研究生活だったと思

っています｡生涯-Ia生のつもりで研究を捕一杯

炎しんできましたが､最後の3年と2ケ月半を研

死所全体のために全力で働く機会を与えていただ

き､その分､研究面でのペースは落ちたものの､

自分自身で満足できるものでした｡

所長になって改めて感じたことは､近藤初

代所長が｢ホミニゼ-ションの解明｣を共通目標

に設定されたことは卓見だった､ということでし

た｡それぞれ自由な研究を進めながらも共通目標

を持っていることは､研究所の運営にとって大変

な利点でした｡歴代所長のような力塁のない私は,

入手した情報をできるだけお伝えして､所員の皆

さんに示唆していただいた通りに誠心誠意,関係

各位にお願いしてまわったわけですが.幸い､退

任前に新しい研究センターの設立が形となって現

れて良かったと思います｡

文部省でくり返し念を押されたことは､

｢人琉進化モデル研究センターは単なる動物実験

施設の改組充実ではなく､研究所全体の将来構想

に基づいたものなのですね｣ということでした｡

私はその通りだと答えてきました｡飼育と実験に

おける倫理の確立を科学にするという､霊長類学

が避けて通れない課題を世界に先駆けて切り開こ

うとするものであり､新しいセンターの設立は霊

長放学の目標の一角を突現するものです｡しかし､

組椛が大きくなることを手放しで苗んで良いとは

思いません｡これをバネにして新しい田城を切り

開いてこそ､有効だったと評価できるのだと思い

ます｡あとは研死所に残った皆さんに推進してい

ただかなければなりません｡

霊長規学が耽り組まなければならないもう

-つの課超､霊長和学は栄えたが霊長籾が次々に

滅んでいったということのないように､地球上の

霊長類をふくむ生態系の保全､サルと人の共存へ

の取り組みも､ぜひ皆さんにお願いします.

いわゆる動物愛班派への対応は､隠すより

もオープンにしようと努めてきました｡口で言っ

ても分からない人たちだと心配する所員もいまし

たが､私たちの基本的な姿勢は多くの人たちの支

持を得るはずだとの信念でやってきました｡これ

からも､研死成果も飼-N火験現境も､ますます社

会に閃かれたものにし､社会に理解を求める労力

を怠らずに進めていって下さい｡

霊長規研死所は大変忠まれた研死機関で

す｡学部･研究科の人たちより研究成果が上がっ

て当然だと思います｡しかし､大学本部から戯れ

た隔地の研究所というマイナス面を持っていま

す｡視野を狭めないためにも､独りよがりになら

ないためにも､この間題は相互に批判し合いなが

ら乗り越える必要があると思います｡このための

一方講を任糊制導入が話琵副こなったときに提来し

ましたが､未だに真剣に取り組まれていないのが

心残りです｡運営委員会や21世紀委員会でも指摘

されたことですが､外部から見た場合､恵まれて

いると同時に虚しく切礎琢磨していることが見え

るようであって欲しいと思います｡また､転出の

機会は少ないにしても､各教官は人事の流動化を

自分の問題として受け止めていただきたいと思い

ます｡

私自身､まだまだ研究を続けたいと思って

いますが､自分の持っている方法や方法論が古く

なってきたことを痛感します｡これからは､番え

たものをまとめる作文が中心になるでしょう.そ

して､それを元手に新しい分野を開拓してゆきた

いと考えています.

どうぞ皆さん､フィールドでの病気や郡故､

突放中の耶枚､益雛や火災などにも十分気をつけ

てますます優れた成果を上げ､盟長現学にととま

らず魅力のある科学の別迫に力を尽(して下さ

い｡ 1999年4月8日
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